
自分たちが毎日使う，よく通るその道路はどの
ようにしてできているか知っていますか。私は毎
日使う，また毎日通るこの道路について深く考え
たことなんてありませんでした。しかし，2024
年 1 月 1 日に起こった能登半島地震により，今ま
では普通に使っていた道路が寸断や崩落で使えな
くなりました。そして移動するのにも今まではす
ぐに到着する場所でも倍以上の時間がかかり，道
路が使えなくなることがどれだけ大変なことか気
づかされました。そこから普段当たり前だった道
路に興味を持ち，自分は工業高校に入学しまし
た。私は工業高校に入学する前までは道路工事作
業員が街で道路を直しているのを見かけるため，
この方たちが道路を作っていると思っていまし
た。ですが，この方たちだけでできているのでは
なく測量士の方などたくさんの人が関わっている
ことを知りました。また，このことにより建設産
業について興味を持ちました。私の最初の建設産
業の印象は「力仕事できつそう」，「自分にはでき
なさそう」，などといったあまり良い印象ではあ
りませんでした。ですが工業高校に進学し，工業
や建設産業について学ぶにつれてとてもやりがい
のある職業だと印象が 180 度変わりました。

建設業は，建物を建てるのにも，道路を作るの
にも欠かせない職業です。またすべての人が使い
生活に欠かせないものを作る仕事です。そしてそ
の作ったものを地図に残すことができる職業であ
り，今後もなくなることのない必要不可欠な職業
だと私は考えています。また，人を笑顔にできる
職業だと私は考えています。このように考える理

由は，能登半島地震により私の祖母の家が傾き赤
色の札が張られ，その家には住むのが危険と判断
されたときのことでした。その札を見た祖母はと
ても悲しんでいました。そこで，「もうこの家に
は住めないのか」と泣き崩れる祖母を見ました。
私は初めて祖母のこんな姿を見ました。そして月
日がたち建設産業の技術により，家を直せると祖
母が聞いたときとても笑顔になっているのを見ま
した。建設産業はあれだけ泣き崩れていた人をこ
んなにも笑顔にすることのできるとても素敵で 
かっこいい職業だなとそのとき思いました。そし
て私はこんな建設産業にあこがれを抱きました。
私は今後建設産業界の一員となり，これからの社
会を築ける立派な人になり，人を笑顔にしたいな
と考えています。また私の故郷である石川県を素
敵な町や社会にし，震災のあった能登を建設産業
の力や魅力で地震の起こる前のような活気のある
素敵な街にできるように頑張りたいです。またこ
れからの建設産
業の発展のため
にいろいろな人
に建設産業の魅
力を伝えていき
たいなと思いま
す。
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